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マ ン シ の叙事詩
｢『シ ベ リア の女 ･ 切断された鉄』 の 2人 の息子+
マ ン シに つ い て
斎藤君子
マ ン シ (旧称 ヴオ グ ー ル) は ハ ン ティ とともにウラル語族ウゴ
ー ル 語系に属 し､ 北西 シ ベ リ
ア の チ ュ メ ニ 州 ハ ン テ イ ･ マ ン シ自治管区に居住 して い る｡ 人口は8,500人である｡ す べ て の集
落はオ ビ河 とそ の 支流の 川岸に位置し､ 集落の 規模は概 して 小さく ､ 10軒以上 の家が立 ち並ぶ
村はまれ で ある｡
伝統的な生業は半定住生活 による狩猟と漁捧で ､ 主 と してオ ビ河下流域で は漁業 ､ 上流域で
は狩 猟に従事 して きた｡ 夏は舟に乗 っ て川 を下りながら遡上 して くる魚を迎え､ 魚 の 遡上にとも
な っ て 再び川 を上り ､ 漁を した｡
狩猟 の主 な獲物はリ ス ､ 黒テ ン ､ マ ス クラ ッ ト､ オ コ ジ ョ ､ キ ツネ ､ オオ ジカ ､ 野生 トナカ
イ な どで ある｡ しかし､ ソ連邦の崩壊により獲物の市場価格が下落 し､ 狩猟は生業と して の意味
を失 っ た ｡ 現在 ､ 漁業も深刻な状況 にあり ､ 漁師の 人 口は著 しく減少 し､ 失業者 の 増大を招 いて
い る｡ こうした中にあ っ て ､ 先住民による漁業共同体や民族的企業の創設がは じま っ た ことは将
来に希望を抱かせ る｡
重畳観土工ミと王室之
マ ン シ の 宇宙観 の 根底にある の はあらゆる自然現象､ あらゆる生物に霊の存在を認 めるア
ニ
ミズ ムで ある｡
宇宙は天上界 - トル ム ､ 地下界 - ハ マ ル ･ マ ､ そ の中間に位置する地 上界
- マ か ら成り立ち ､
天上界はさらに7層､ 地下界は 3(な い しは7) 層から成り立 っ て い る｡ 創世神話によれば ､ 天
上界を支配する トルム ､ な い しはヌ ミ ･ トル ム (上界の神) は水鳥の ア ビが原初の海の 底からと
っ てきた 一 つ まみの泥 から大地を創造 し､ そこ に人間や動物たちを住まわせた後 ､ 天 に昇 っ たと
される o 一 説によると ､ トル ム には 7人の 息子 と1 人の娘がい るo トルム の子供たちは地上 に下
ろされ ､ ある者は人間たちが住む土地の守護霊になるo その 中で も末息子の ミル
･ ス ス ネ ･ フ ム
(世界を見ま わる人 を意味する)は人々 の生活にと っ て も っ とも重要な意味を持ち､ 平和と秩序
の 守り手 で あり､ 文化英雄であるo 光り輝く武具に身を包み ､ 馬に乗 っ て 毎日地上 を見まわる彼
の イメ ー ジには古代イ ラ ンの 影響がみ られる
i
o 彼は人間の姿と同時に動物の姿を持ち､ ｢雁 の勇
士+ とも呼ばれ ､ 水鳥の 主とされ て いる ｡ また ､ 人間と トル ム の仲をとりもつ 仲介者で ある
と同
時に､ 最初の シ ヤ マ ン で もある｡
トルム と並 んで重要な神にカル タ シ ･ エ ク ヴァ が い る｡ カル タシ
･ エ ク ヴァ は トル ム の妹､
ぁる い は妻とされ ､ 黒テ ン の 毛皮を着た姫神と考えられて い る｡ こ の ようにカ ル タシ
･ エ ク ヴァ
は天上界と結び つ い て い る
一 方､ 大地とも深 い 結び つ きを持ち､ 地母神で あり産 の神で もあるo
人 々 を病魔から守り､ 子宝を授け ､ 難産に苦しむ女たちを助けるの が こ の女神の使命 で あるo
地下界を治める神はクリ と呼 ばれる ｡ クリも最初は天上界の住人だ っ たが ､ 天神 トル
ム に逆
ら っ て 人間に有害なもの ばかりを創造したために､ 天 上から地 下
- 追放され たというo 人間に病
をもたらす厄病神たちはクリの手下である｡ クリ は寿命が尽きた人間の魂を奪い 取り､ 地下界
へ
連れ去 る｡ 寿 郎 ミ尽きる前にクリに魂を奪われた場合は､ トル ムが生者の 国に連れ戻してくれる
i A. rl. 3e弘 K O, CTp. 1 7
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こともある｡ ト ル ム の 斜 こより熊が墓を掘り返 し､ 死者を蘇らせたと い う話は珍 しく ないii｡
口 承文芸
物語 ジャ ン ル の分類
1 神話 (jalp yng m ojt)
2 英雄叙事詩 (alhantn e m ojt,ta myng m ojt)
3 世間話 ､ 精霊 と の 出会 い にま つ わ る実話 (potyr)
2 が韻文 で歌われ る の に対 し､ 1と 3 の 文体は 日常的な話 し言葉 で ある｡ す べ て の ジャ ン ル
に共通 して言え ること は ､ 倍苛性が信 じられて い る こと で あり ､ そ の 点が ハ ン テイ ､ マ ン シ の 口
承文芸に共通する特徴とい える ｡
語りの場
マ ン シの 民 間信仰によれ ば､ 夏期は昔話を語る こ とはタブ ー とされて い る｡ そ れが許され る
の はだいた い 11月 中頃か ら3 月中頃まで で あ る｡ 昼が短く寒さの厳 しい 冬は ､ おと なも子供も
転晩薄暗い ラ ン プの 炎のもとに集ま り､ 名 を馳せ た語り手の語り に耳を傾けた ｡ 神話を知 っ て い
るの は小数の 人 に限られて い て ､ 聞ける機会はめ っ たにない ｡ 人 々 は何 日もかけて 語り手 を説得
し､ 大きな家に集ま っ て神話が始まる の を待 つ ｡ 炉で火を燃やし､ チ ャ ー ガ ( 白樺の 幹に癌を作
るカ ワウソ ダケ の 一 種｡ エ キ ス には薬効が ある) に火を つ けて器に入れ ､ 床に置く ｡ テ ー ブ ル の
上 には必ずナイ フ が置かれ る｡ す べ て は静寂の 中で行われ ､ そ の ことが人 々 の集中力を高める｡
こうして語りが始まる｡ やがて 聖 なる個所にさしかか ると ､ 語り手は助手に合図を送る｡ すると
助手が立ちあが り､ 聴衆に向か っ て うやうや しく告げる｡
｢女性の みなさんは こ こか ら先は聞く こ とができません｡ 外に出て ください+
女性はおとな しく席を立ち ､ 外に出る｡ そ して ､ ｢この 先 どうなるの か しら?+ と仲間内で話
しあう｡ 村の男たちと は所属するフ ラ トリ ー が異なる女たちは ､ 聖 なる物語を聞く こと を許され
ない の である ｡ フ ラ トリ ー の 秘密はたと え相手が自分の妻で あ っ て も､ 漏 らして はならなか っ た ｡
他方､ 女は女で 一 軒 の家に集 まり､ 手仕事 をしなが ら昔話を楽 しんだ ｡ E ･ I . ロ ム バ ンデ ー エ
ヴァ は幼 い 日の 思い 出を次の ように記述 して い る｡
｢女の 人たちは我が家に好ん で集まりま した ｡ わた しの 母はた い - ん手仕事の じょ うずな人 で
'
､
毎晩裁縫をして いま したo 村 の 女たちがわた しの 母の と こ ろに手仕事を持 っ て集ま っ て きま したo
長い冬の夜､ 薄暗い 明か り の もとで ､ 女たちは猟師を して い る夫や家族全員の た めに古い靴 を修
理 したり ､ 新 しい靴や服を縫 っ たり しま した｡ 白樺皮の 皿 に魚油を入れ ､ そ こ にイ ラクサの 繊維
を編んだ紐を浸して 火を灯 し､ 灯明に しました ｡ ( 中略)こうした集まりには必ず子供た ちが い
ま した｡ 子供たちはけ っ して 母親の 邪魔をせず ､ そ の そばにぴ っ たり寄り添い ､ 昔話の すばら し
い世界にひ たっ てい ま した｡ ( 中略)マ ン シが住ん で い る土地か らカ ラス がまだ飛び去 らない 春､
夏 ､ 秋の 間は ､ 昔話を語るこ とが禁 じられ て い ま した ｡ こ の タブ ー を破 っ た人 は ､ 頭 じゆうに吹
出物が できる (カラ ス が頭の 上 で糞をする) とい うの です+ i
ii
｡
英雄叙事詩は熊祭りな どの儀礼の 場で吟唱され ､ 伝承 の担 い 手はもっ ばら成人男子 だ っ た (叙
事詩の語りに関して は『ユ ー ラ シ ア諸民族の叙事詩研究 (1)』iv で述 べ た ハ ン テ ィ の例を参照の
こ と)｡ マ ン シ の 英雄叙事詩の 一 例と して ､ ｢『シ ベ リア の女 ･ 切断された鉄』 の 2人 の 息子+ の
物語を以下に紹介する｡
iiA ･ n･ 3e nhW
,
C Tp･ 24
iiiE･ H ･ Po M6aHAeeD a, C Tp･ 28-32
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あらす じ
ウラ ル 山脈 の 主で ある女に 2人 の 息子が生まれるo 2人は 『3サ ー ジ ェ ン
v
の森の木偶
vi
』 の 娘
を略奪 し､ 追 っ 手を打ち破 っ て彼女を妻にする｡ と ころが ､ 彼らの 町がネネッ人勇士の 襲撃を受
け ､ 兄が捕虜になる｡ 弟が兄 を救出するために遠征するが ､ 敵とい くら戦っ て も勝負が つ かず､
和平を結んで故郷に帰 っ てく る｡ やがて 兄に娘が生 まれると ､ 敵が再度来襲し､ 兄とそ の娘を略
奪する｡ 弟が追跡するが ､ 兄 は殺される｡
弟は父 で ある天神 トル ム に頼んで オ ビ河下流域 - 行き ､ そ の 土地の 守護霊 になる｡
テ キス ト全訳
77 の国の 片隅に石 の 山並 ･ ウラル の 山並が現れたo 『シ ベ リア の女 ･ 切断された鉄』
1が産ん
だ息子が生 まれた｡ [やがて 次男が生まれ た]
2
｡ 父親からで きたの かわか らず､ 母親か らでき
たのかわか らない ｡ ふたりには父親もなく ､ 母親もない ｡
ふたりは外に出た｡ そ して自分たちの父親に 7 度大声で叫んだ｡ 占 っ た｡ 目 の 小鳥を 4 方に
投げて ､ あたり を見まわ した
3
｡ 遠い国､ 遠 い 地に 『3 サ ー ジ ェ ン の森 の木偶』 が住んで いる ｡
こ の森の木偶には娘が い る ｡ 編んだお さげ髪を垂ら した娘 ､ 編んだ髪を垂 らした娘が い る｡ 『シ
ベ リ ア の女 ･ 切断された鉄』 が産んだふたりの 息子 は結婚の 申し込み に行 っ た｡
出発 した ｡ 雁や 鴨を狩りに出発 した｡ オ ビ河 へ 向か い ､ 横にな っ て寝た｡ 兄 は眠れず ､ 占い
をし､ 敵軍 がこちら へ 近づ い て くるの を目に し､ 帳か ら飛び出した｡ 弓矢を手 に取り ､ 待ち構え
た｡ 敵どもは隠れ た｡ 兄 は再び帳にも ぐり こみ ､ 横にな っ た ｡ 横にな っ て寝入 っ た ｡ だれかにつ
つ かれ たようだ｡ 占い のおかげで ､ 敵が再度忍び寄 っ て くる の が見える｡ 忍び寄 っ てくる ､ 近づ
い て くる｡ 兄 は腰を下 ろ し､ 敵がくるの を待 っ た｡ 敵どもは ぐん ぐん進んでく る｡ 兄は弓 の 弦を
引き ､ 夫を放 っ た o そ の 矢に1万人 の男たちが射ぬかれ たo 兄は弟を起こ したo 弟は眠 っ て い るQ
｢弟よ､ 出発だ｡ さもない とおれたちは殺される+ と言 っ た｡
彼らは出発 し､ 鴨 の 群れ ､ 雁の群れ を見た｡ 兄は弟に道を譲り ､ ｢先に行け+ と言 っ た ｡ 弟は
矢を射て ､ か ろうじて 20羽 ､ 3 0羽仕留めたo 兄は､ ｢どっ さり仕留めたか ?+ と言い ､ 自分も
矢を射た o 一 本 の 矢で 3万羽 ､ 4万羽仕留めたo これ がふたり の 道中の食料だ っ た o
旅 を つ づ け ､ 飲み食 いするために岸に出た ｡ 縛り つ けられ た帳がぶ らさが っ て い るの が目に
っ い た｡ 彼らはこ こに人が い ると思 っ たが ､ 人は い なか っ た ｡ 彼らは小さな子供たちに尋 ねた ｡
｢お まえたちの叔母さん 4は遠くにい るのか ､ それ とも近く にい る の か?+ と｡
子供た ちは こう言っ た｡
｢ぼくたちの叔母 さん は遠くに い ます｡ 晴れた日も曇 っ た 日も､ あなたたちには叔母さんの 姿は
見えません+
そんなこと を言っ たの で ､ ふたりは子供たちを殺 した｡ ふたり は食事を しない で ､ さらに先
へ 進んだ｡ どん どん進み ､ 岸に出た｡ 姐が住んで いて ､ その姐が言っ た｡
｢シ ベ リアの 女が産んだふ たりの 息子 たちよ ､ おまえたちは行くがい い o そ して 自分を信ずるが
い い ! 『小 さき翁の 商人 ･ 雷鳥 の パ ン ･ 喉 の パ ン』が こう言 っ た ｡ 自分を信ずる者は行け｡ 自
iv頁 11- 1 3o
v l サ ー ジ ェ ン は右足 の 爪先から上に伸ばした左手の中指の 先までの長さ｡
vi 英雄叙事詩の主人公の 名前には意味不明なもの が多い c
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分を信 じな い者は行く なと+
ふた りは姐をオ ー ル で ふた つ に切り裂 い た｡ そ して先 に進む ため ､ 急い で舟に乗り こ んだ｡
飲みも食い も しなか っ た ｡
どん どん い く と ､ 町 が見え たo 町に近 づ い たo 町 がまる で雲の先端の ように浮かん で い る｡
近 づ い て みる と､ 町 の 中にもぐり こむ隙間 ひと つ ない o ふた りは自分た ちの 『父な る光』 に､ 炎
暑を与えたまえと訴 えたo 善なる神は炎暑を与え られ ､ 町 に住む人 々 を こと ごとく焼い た｡
住民たちは水を浴 びようと ､ 水 を運びは じめたo 町 の 門を開き､ 翁たち､ 姐たちを洗 い ､ 水
浴 させた o それ から召使 い たちが 『身の 丈3サ ー ジ ェ ン ･ 身の 幅3サ ー ジ ェ ン の 森の木偶 の娘』
を連れ出し､ 水浴させ冬. 水場 - 連れ て いき ､ 水の 中に入れた . ふた りの男はそ の娘を舟に投げ
込んで ､ 運び去 っ た ｡ 娘を運び去 るとき ､ 召使い たちは隠れて しま っ た｡
『身の 丈 3 サ ー ジ ェ ン ･ 身の 幅 3 サ ー ジ ェ ン の森の木偶の妻』 が娘を探 したが ､ 娘は連れ 去
られて しま っ たo みんなは必死 に娘 を探 した o さんざん探したが ､ 見 つ か らなか っ た｡ 妻は召使
いたちをどなりつ けた｡
｢おま えたちは娘を どこ - 隠 した !+
｢わた したちは見 ません で した｡ 知りません+
とこ ろが ､ 妻は こう言 っ た ｡
｢地上 の ､ ごみの 山の 中に住む毛 虫が娘を連れ去 っ た の だo探さねばならぬ｡跡を つ けて い っ て ､
追い っ いた と こ ろで奪い返 し､ 連れ戻そう+
村中から人をかり集めて 追跡 した｡ 娘を奪 っ た男たちは追っ 手 を待 っ た｡ 待 ちに待ち､ 先 -
進み ､ 泊まり ､ 河底 に杭を打ち込 み ､ 娘を水に沈め ､ あとか らや っ てくる連中を待 つ こ とに した｡
追 っ 手は近く にくると ､ 杭にぶ つ か っ て 手間取っ た o 兄は小魚に姿を変え ､ 水 の 中で彼らを見張
つ たo あとか らや っ て きた男たちも手間取 っ た｡ 勇士が彼らを近づけなか っ た｡ 小魚の 姿で水か
ら出て ､ 矢を放 っ たo 7頭の鹿の 角で作 っ た自分の 弓を取り ､ 放 っ たo 一 本 の 矢に2 万人の 男た
ちが射ぬ かれ たo もう 一 度矢を放 っ たo さらに次々 と矢を放ち､残 っ た敵は ごくわずかになっ た｡
勇士は敵 どもに こう言 っ た｡
｢引き返せ 匂 わたしは神に任 じられ た勇士なの だ ｡ わた しは つ わもの ､ 英雄なの だ｡ 期待するな｡
わた しか らなにも奪い 取る ことは できぬ ｡ どんな勇士でも連れてく るがよ い ｡ わた しを どうこう
する ことな ど､ できぬ｡ わた しに勝つ ことは できぬ ｡ い っ 来ようとも､ おま えたちが自力 でわた
しに勝つ ことは けっ して ない の だ+
｢我らは立ち去 ろうo だが ､ おま えは待 っ て い るが よい ｡ 我らは 7年後にもう 一 度や っ て来る !+
こうしてふ たり兄弟 の 勇士たちは家に向か っ た｡ 家に向か い ､ 家に着い た｡ 彼らは横になり ､
長い こ と眠 っ た o l週間過ぎた あるとき ､ 敵の声が 聞こえた o 敵 どもが近 づ い て く る｡ 妻が兄 の
勇士を起こ したが ､ 目を覚ま さない ｡ そ こ で ､ 脇腹をとが っ たナイ フ で つ つ くと ､ 目を覚ま した｡
目を覚ま し､ 外 に出た ｡ あた りを見まわ し､ 占い をする｡ 敵は進んでくる ｡ 勇士 は家 - 行き､ 食
事をし､ お茶を飲んだo そ して もう - 度 ､ 外の ､ 村の 広 軌 こ出たo 町の柱 5によ じ登り ､ 7 頭の
魔の 角で作 っ た弓を取り ､ 射た｡ 次 々 に射て ､ ま る1 ケ月 間とい うもの 射続けた ｡ 何千回射たの
か ､ わからない ｡ あるとき､ 妻が弓の 弦が弱 っ て い るの に気 づ いた ｡ 風を切 る音が しない の だ｡
嚢が夫の弟を起こ しに行くと ､ 弟はまだ眠 っ て い る｡ 家に着い たときか らず っ と眠 っ て い る o
い くら起 こ して も､ 目を覚まさない ｡ そ こ で妻は夫を突い た ､ あの とが っ たナイ フ で弟を突い た｡
弟は目を覚ましたo 妻は夫の 弟にこ う言 っ た o
｢起きてく ださい ｡ あなたの 兄 さん が毅されま した !+
弟は外に出て ､ あたりを見まわ した｡ 兄が どこ にもい ない ｡ ｢どう しよう? !+ 自分の家 -
行き ､ 食 べ 物を食 べ ､ 飲み物 を飲み ､ 飲み食 い を終え､ 兄を探 しに出発 した ｡
歩きに歩き ､ 長い こ と歩い た ｡ そ して つ い に目の 前に敵どもが現れた ｡ や つ らは全速力でや
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っ てく るo 弟は彼らに近 づ い たo すると彼らは兄 を地面に放り投げた o 兄は ぐ っ たり して い るo
彼は兄を家にやり ､ 自分はとんで い っ て ､ 彼らを追い か けた｡ 追い かけ ､ 追 い かけ ､ 彼らの そば
を通 り過 ぎた ｡
『翁の 商人 ･ 雷鳥 の パ ン ･ 喉 の パ ン』は向きを変え､ 以前描虜に した兄 をもう 一 度 つ かんだo
弟は彼 らを追い 抜い た が､ 引き返 して追い つ いた o 追 い つ くと､ 兄が殺されると ころだ っ た｡ そ
こ - 行 っ た ｡
敵が い く ら兄を刀 で斬ろうとして刀 を振り上げて も ､ 当たらな い o い く ら斬り つ けて も ､ 一
度たりとも命中 しない ｡ どんなにあが い て も､ どんなにもが い て も､ だれ ひとりと して 打ち負か
すことがで きない ｡
｢どう しよう+
また して も､ くんずほぐれ つ し ､ 力尽きた｡
｢和解 しよう!+
と言い ､ 和解 した｡ それぞれ の側 に離れ ､ 別れた ｡
｢これで我々 は互 い に争うこ とはない だろう!+
す ぐに弟の 勇士は 『翁 の 商人 ･ 雷鳥の パ ン ･ 喉の パ ン』 と仲直り した ｡ そ して それぞれの側
に別 れた｡
兄は家 - 行き､ 早く家に着い た｡ 兄の英雄に娘が生 まれ ､ 弟 の 英雄に息子が生 まれ た｡ 二人
は大きくなり ､ 大人 になり .
さ い 翁の 商人 ･ 雷鳥の パ ン
兄 の 勇士は占い によ っ て ､
｢どうしよう?+ と言 い ､
. 女 の大きさ ､ 男 の 大きさになっ たo それか らどれだ けた っ たか､ 『小
･ 喉の パ ン』 が兄 の勇士 の とこ ろ - 娘を略奪するためにや っ てきた｡
や つ のたくらみを察した｡
妻に尋ねる｡ ｢妻よ､ どうして我ら のひ とり娘をやれ ようか+
妻はこう答えた ｡
｢翁よ ､ 眠らな い で ｡ 夜だか ､ 昼だか ､ わた したちを殺すかもしれません+
翁は家の 屋根の 上 に男を立たせ ､ 求婚にや っ て くる男た ちを脅そうと ､ 男 の 手 に弓矢を持た
せた ｡
『小さな翁の 商人 ･ 雷鳥の パ ン ･ 喉の パ ン』 は兵 を率い ､ 村 - 近づき ､ 村 - 急 い だ｡ そ して
こう言っ た｡
｢い かに して 娘を盗み 出す べ きか+
兄 の 勇士は自分の娘を隠 したo 夜中に敵が村に近 づき､ 町の 囲い を外か ら模 と槌で壊 しはじ
めた ｡ 兄 の 勇士が目を覚ま した｡ 善なる木偶の 声で ､ 悪 なる木偶の 声で叫んだ｡ 町 の 向こう側か
らひ とり の 男が ､
｢おれ を町 の 中に入れて くれ+ と頼んだo
兄 の 勇士がそや つ に尋 ねた ｡
｢お まえは どこ の 土地の 人間だ?+
｢おれは暖か い土地の 人間だ+
｢なんの 用 あ っ て ､ こ こ - 来た?+
｢おれ はおま えに三 つ の 言葉を届けに来たの だ｡ だか らおれを町の中 へ 入れて くれ!+
｢おまえは暖かい土地の 人間で は断 じて ない ｡ おま えは指輪の 大きさ､ イヤリ ン グの 大きさの針
を持 つ 若い娘を略奪に来たの だ｡ 断じておまえは暖か い 土地の 人間ではない ｡ おま えは シラミの
肉を食らうネネッ の 勇士 の 息子だ｡ お まえには娘をやらぬ｡ 『上界の神 ･ 父なる光』 が天 にい ま
すとき ､ 唾を下 ろし､ 削りくずを投げ､ それ らか ら人間が出現する
6
Q そういう人間に娘をやる
ほうがま しだ｡ わた しの娘はおまえにはやらぬ｡ それ どころか, おまえの娘を奪い 取っ てやる+
求婚に来た男たちは引き返 して い っ た｡ 勇士は彼らとは 一 緒にい なか っ たの で ､ 家に帰ると
勇士に ､
- 17 -
｢『身の丈3サ ー ジ ェ ン ･ 身 の 幅3 サ ー ジ ェ ン の森 の 木偶の 娘』 をさらわれた ｡ 我 らの 叔母 をさ
らわれた ｡ 我 々 は復讐 し､ 叔母 を奪い 返 さねばな らぬ ｡ 戦さに行こう ではない か+ と訴 えた ｡
出発 し ､ 旅立 っ た｡ 進んで い っ た｡
｢い かに して 村に入 る べ き か+
村 の近く にや っ て く ると ､ 野宿した｡ 村 の 中 の 人 々 は眠 っ て い る｡ や っ て きた人 々 は村 へ 潜
入 する道を掘 っ た ｡ 『シ ベ リア の 女 ･ 切断された鉄』 が産んだ息子 の 叔父 は町 の 中に い て ､ 夜も
眠 っ て い なか っ たo シ ラミだらけ の寝床 ･ ノ ミだ らけの 寝床に横たわ っ て い て ､ どうにも寝 つ け
ない ｡ 黒き大地が揺れ るの に気づ い た｡ ひ とりの女が湯.を沸か し､ 沸騰させ た ｡ そ こ - ふ い に敵
どもが穴の 中から姿を現 したo 女は彼らに熱湯を浴びせたo 敵 どもはくた ばり ､ 残 っ た の は ごく
わずか だ っ た｡
弟 の 勇士 は外 に出た｡ どれだ け歩 い た こ とか ､ 弟が地面と湯を調 べ て い る と ､ 後 ろで ギ ャ -
ギ ャ - 叫び声が した o 弟の 勇士が自分の 家に引き返 し､ ｢なに ごとぞ ?+ と妻 に尋 ねると ､ 妻が
言 っ た ｡
｢かくかく しか じか です､ 勇士の 息子 よ ､ 女勇士 の 息子 よo あなたは どこ - 行 っ て きた の ですかo
あなた の兄 さんがさらわれま した ｡ 3人 の 男たちが ､ あなたが出入り したあ の扉か ら兄 さん を連
れ去 りま した+
弟が妻に言 っ た｡
｢おま えは どう して それ を許 したの だ? や つ らを追跡せね ばならぬ+
そ して 自分の 鑑に氷水 ･ 冷た い水を掛け ､ 家の 中をあちこ ち閤歩 した｡ そう して 閤歩 して い
ると､ 下の 床が薄い板 の ように ､ もろい 木の ようにそ る｡ 天井か ら砂が降っ て く る｡ 弟は外に出
て ､ 腰の 真申まで 埋まりなが ら暗き大地 をうろつ いた ｡ 妻が言 っ た｡
｢勇士の 息子 よ ､ 女勇士の 息子 よ! あなた は どう して そんなに支度に手間取 っ て い る の で すか ｡
あなた の兄 さんが連れ去 られた先で殺されて しま い ます+
夫は妻に別 れ を告げて ､
｢道中､ 生き残るの やら､ 死 ぬのやら+ と言い ､ 蹄立 っ た｡
歩い て ､ ウラル の 大地 の ような, 石 の ごろごろ した土地 を腔の 真申まで埋ま りなが ら進んだ｡
石 の ごろ ごろ した ウラ ル の大地 に天 ま で届きそうな ､ 地ま で届きそうな 一 本の 巨木が育 っ た｡
木 々 に つ かまり ､ 巨大な幹に体をこすり ､ 進んだ｡ 針葉樹の 菓がカサ コ ソ音を立て､ 樹皮が音を
立 てるo どれだけ進ん だこ とか ､ 兄に追い つ い た o 兄 はかろうじて 生凄て い た ｡
『翁の 商人 ･ 雷鳥の パ ン ･ 喉の パ ン』 は駆けだ し､ 姿を隠した｡ 彼はその 跡を追 い ､ 追跡し､
兄を家 - やろうと した ｡
｢家 - 帰 っ てくれ+
｢弟や ､ わた しには家に帰る力がない+
ふた りは 一 緒に
.
､ 逃 亡する男の跡 を追 っ た ｡ 追い かけ ､ 追 い か けするうち ､
が っ た｡ 逃亡者がふた り のそ ばを駆けぬ けた｡ 前方 で兄 を迎え討ち ､ 殺 した ｡
兄が殺されたの を見た ｡ 弟は追い つ き､ 格闘 した｡ 戦い に戦い ､ 7年間戦 っ た｡
道が急角度で 曲
そ こ - 弟が来て ､
『シ ベ リア の 女 ･
切断された鉄』 が産んだ息子 は兄を殺 した男を放 し､ 引き返 した ｡
『シ ベ リア の女 ･ 切断され た鉄』 が産んだ息子 は家 - 帰 っ て い っ た ｡ 自分 の 父親で あ る 『父
なる光』 に叫ん だ｡
｢わた しに住む場所を定めてください !+
父親で ある 『父なる光』 は息子 に言葉 を下された ｡
｢行け､ オ ビ河 - ｡ 女勇士岬 ･ 男勇士岬で自分に適 した場所を探すが よい+
彼は出掛けた ｡ どれだけ歩いたこ とか ､ 歩いて い っ たその 場所 で 7 本の オ ビ河が合流 した
7
｡
彼はそ の場所に村を､ 町を造 っ た｡ そ して 自分の 村､ 自分の 町に腰を据えた｡ そ して コ クチ マ ス
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を放ち ､ チ ョ ウザメ を放ち ､ 困窮して い る娘たち ､ 困窮して い る息子たちを養 っ た ｡ 彼は水中に
住む毛皮獣の 皮の所有者と して ､ 水中に住む魚の 所有者と して ､ そ こに住み つ い た ｡
｢大き な頭の 頭で っ かち コ クチ マ ス に77の 国､ 77の 川 で泳 ぐことを許 したまえ｡ 小 さき頭の 頭
で っ か ち コ クチ マ ス に 泳ぐことを許したまえ｡ あなた の貧しき娘たち､ あなたの 貧 しき息子た ち
に腹い っ ぱ い飲み食い させたまえ!+
彼は我が父にそう叫ん だ｡ 父 は彼に枕 7 つ と羽布団 7枚を下された｡ 勇士 は男の 床で 7 つ の
枕をか い ､ 7枚 の羽布団 にくるま っ て横たわ っ て い る｡ 長 い 尾 を持 つ 野生 の獣たちを放ち､ 短 い
尾を持 つ 野生 の 獣を放 っ て い るQ 彼がそう して 横たわり ､ 77 の地 にい るあまた の 人 々 を養 い ､
す べ て の 人 々 を食わせ て い るの だ o 自分の 父 の ために ビ
ー ル 7樽 ､ 酒 7樽を調え ､ 自分の 父に聖
なる宴を催 し､ 祈りを捧げた｡
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原注
1 『シ ベ リ ア の女 ･ 切断された鉄』 の形象は マ ン シ が鉄を採掘して いたウラ ル山脈と結び つ い て い る｡
2 こ の 文はテ キ ス トにはないが ､ 物語 の理解にと っ て不可欠である0
3 ｢目 の獣+ や ｢目 の小鳥+(｢口 の 獣+ や ｢口 の鳥+ も同じ) は占い 師の助手であり ､ 占い師は彼 らを遠
方に飛ばす｡ 彼らはふ つ うの 人間には見えないもの を見るこ とができ､ 送り先の人たちの 目 (ロ) の 鳥と
会言古をする ことが できるo マ ン シ の観念によれば､ ある人 々 の右目の 中には天気を予言する ｢目 の 獣+ が
い るとされるQ J= ン ダ川下流域では ､ 死 んだ占い師の 眉毛を3本手に入れれば､ そ の 占い師 の能力を受け
継ぐことができると考えられて い る｡
4 『3サ ー ジ ェ ン の 森の 木偶の 娘』 を念頭に置い て い るQ
5 生聾にする動物を縛る 私 勇士たちは行軍に出る前に, 町 の柱 のそ ばで精霊たちに生勢を捧げ､ 力を授
けて もらう｡
6 上界 の神によ っ て唾や削りくずから作られた マ ン シ人を念頭に置いて い る｡
7 多く の支流が合流するオ ビ河下流域に家族と共に住んで い るア ス = トラ フ = トル ム ､ な い しはア ス
= ヤ フ =
トル ム を念頭に置い て い るもの と思われる｡ 彼は トル ム の 2番目の息子 で ､ オ ビ河 のす べ て の魚や鳥や獣
を治めて い る｡
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